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母体免疫活性化の影響を診断する方法の開発

妊娠中の母体が感染症に罹患したり、強い精神的なストレスを受けると、図のように生まれ

る子の自閉スペクトラム症の罹患率が上昇したり、成人した後も統合失調症、うつ病、依存症

などの精神疾患の罹患率が上昇することが知られている。これらの原因として、妊娠中の母体

での強い免疫活性化が子の脳にも波及し、小児期から成人期までの神経回路やシナプスの発達

に影響を与えると考えられている。母体免疫活性化が一因となる発達障害や精神疾患に対して

早期介入による様々な治療法が提唱されている。しかし、母体免疫活性化の影響をどの程度子

供が受けているかを的確に診断する方法が見つかっていない。我々は動物実験でマウス血清の

微量成分を測定し多変量解析の技術を駆使して、母体免疫活性化の影響を受けた仔マウスを高

い診断率で区別することができる新しい方法を開発した。また、ヒトの自閉スペクトラム症の

血漿検体を用いた解析でも有望

な結果を得た。

対象疾患：自閉スペクトラム症、
薬物依存症
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「発達障害、依存症、及び精神

疾患を検査する方法」

出願人：大阪大学
技術の特徴：
・ 自閉スペクトラム症の乳児期

における早期診断への応用の

可能性

・ 診断の客観的指標（数値デー

タ）となりうる可能性

・ 自閉スペクトラム症のサブタ

イプの分類や診断への可能性
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